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細 ⾒ 古 ⾹ 庵 ⽣ 誕 120 年 記 念   
    美 の 境 地      

  
細 ⾒ コ レ ク ショ ン の 礎 を 築 い た 初 代 細 ⾒ 古 ⾹ 庵 こ と 細 ⾒ 良 (1901 〜 79) 。     
  

蒐 集 し た 美 術 品 は ⼟ 器 に は じ ま り、 仏 画、 和 鏡、 密 教 法 具、 茶 の 湯 釜、 根 来、 七 宝 な ど 多 岐 に わ 
た り ま す。 古 ⾹ 庵 は こ う し た 蒐 集 品 を 茶 会 や も て な し の 場 で ⽤ い て き ま し た。 そ の 独 ⾃ の 美 意 識 は 当 
館 の 展 ⽰ ス タ イ ル に も ⼤ き な 影 響 を 与 え て い ま す。   

  
本 展 で は ⽣ 誕   120   年 を 記 念 し、 古 ⾹ 庵 が 既 存 の 価 値 観 に と ら わ れ ず、 厳 し く も ユ ニー ク な 鑑 識 眼 

で 蒐 集 し た 作 品 を 紹 介 し ま す。     
  

中 で も、 “モ ノ の 形 の 厳 し さ と ⽢ さ” を 学 ん だ 平 安 時 代 の 「⾦ 銅 五 鈷 鈴」 な ど の ⾦ ⼯ 品 や、 “世 界 最 
⾼ の 美 術 品 は ⽇ 本 の 藤 原 時 代 の 仏 画 で あ る” と い う 信 念 の も と 蒐 集 し た 「愛 染 明 王 像」 や 「普 賢 菩 薩 
像」、 敬 愛 し た 豊 ⾂ 秀 吉 を 描 く 「豊 公 吉 野 花 ⾒ 図 屛 ⾵」、 茶 の 湯 釜 に 開 眼 す る きっ か け と なっ た 「芦 
屋 霰 地 楓 ⿅ 図 真 形 釜」 は、 古 ⾹ 庵 の 美 意 識 の 核 ⼼ を な す 作 品 と い え ま す。     

  
こ の 機 会 に、 古 ⾹ 庵 愛 蔵 の 品々 と 対 峙 し、 執 念 の コ レ ク ター が ⾄っ た “美 の 境 地” に 触 れ て み て く だ 

さ い。      
  
  

―   展 覧 会 要 綱   ―   
  

1 ． 展 覧 会 名 称       細 ⾒ 古 ⾹ 庵 ⽣ 誕 120 年 記 念   美 の 境 地   
2 ． 会       期       2021 年 8 ⽉ 24 ⽇ (⽕) 〜 10 ⽉ 17 ⽇ (⽇)   
3 ． 開   館   時   間       午 前 10 時 〜 午 後 5 時 （⼊ 館 は 午 後 4 時 30 分 ま で）   
4 ． 休   館   ⽇         毎 週 ⽉ 曜 ⽇ (祝 ⽇ の 場 合、 翌 ⽕ 曜 ⽇)   
5 ． ⼊   館   料         ⼀ 般   1,300 円   学 ⽣   1,000 円     
6 ． 主       催       細 ⾒ 美 術 館   京 都 新 聞   
7.    会       場       細 ⾒ 美 術 館   京 都 市 左 京 区 岡 崎 最 勝 寺 町 6-3   
                   http://www.emuseum.or.jp      
8 ． 本 展 連 絡 先       細 ⾒ 美 術 館     TEL:   075-752-5555( 代)   FAX:   075-752-5955( 代)   
                    広 報 担 当   ⼤ 塚    kouhou@emuseum.or.jp      
  

  
  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 ⼤ 防 ⽌ の た め、 ご ⼊ 館 お よ び 施 設 の ご 利 ⽤ に あ たっ て   は マ ス ク を ご 着 ⽤ く だ   
  さ い。 ま た、 急 激 な 状 況 の 変 化 に よ り、 ⽌ む を 得 ず 会 期・   営 業 ⽇ 時 等 を 変 更 す る 場 合 が あ り ま す。 詳 し   
  く は ホー ム ペー ジ を ご 覧 く だ さ い。   
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細 ⾒   良      明 治 34 年 (1901) 〜 昭 和 54 年 (1979)   

  
兵 庫 県 美 ⽅ 郡 浜 坂 町 (現   新 温 泉 町) 栃 ⾕ 出 ⾝。 14 歳 の 時、 ⼤ 阪 に 出 て 奉 公、 
の ち ⽑ 織 物 業 界 に ⼊ る。 ⼤ 正 13 年 (1924)24 歳 に し て 泉 ⼤ 津 市 に 細 ⾒ 良 商 
店 を 創 業、 昭 和 5 年 (1930) に は ス ミ レ ⽑ 織 物 株 式 会 社 (後 の 泉 州 ⽑ 織 物 株 式 
会 社) を 創 ⽴、 主 に ラ シャ や ⽑ 布 を 製 造 し た。 嵯 峨 天 ⿓ 寺 関 精 拙 ⽼ ⼤ 師 よ り 
「古 ⾹ 庵」 の 名 を 賜 る。 30 代 半 ば 頃 か ら ⽇ 本 の 古 美 術 に 関 ⼼ を 寄 せ る よ う 
に な り、 蒐 集 を 始 め る。 苦 節 を 重 ね、 研 究 者 に 教 え を 乞 い な が ら 審 美 眼 を 
鍛 え た。 昭 和 36 年 (1961) に 事 業 ⼀ 切 か ら 引 退、 晩 年 は 優 れ た コ レ ク ショ 
ン の 形 成 に 没 頭 し た。   
  

  
  

―   主 な 出 品 作 品 ―   
  

重 要 ⽂ 化 財   愛 染 明 王 像   
平 安 時 代 後 期   

  
⾚ ⿊ い 体、 ⼤ き く ⾒ 開 か れ た 眼。 恐 ろ し い 形 相 で ⼈ 間 の 愛 欲 を 戒 め、 敬 
愛 の 道 を 説 く 明 王 像 で あ る。 愛 染 明 王 は 平 安 後 期 か ら 鎌 倉 時 代 に か け 
て、 貴 族 の 間 で 広 く 信 仰 さ れ た。   
本 図 は 12 世 紀 中 頃 の 作 と 考 え ら れ、 現 存 最 古 の 愛 染 明 王 像。 陰 影 の つ い 
た 体 つ き は、 ⼈ 間 の よ う に ふ く よ か に 表 わ さ れ て い る。 ま た 装 ⾝ 具 や 光 
背 に は ⾦ 銀 が 使 わ れ、 ぼ か し を 効 果 的 に ⽤ い て 迫 ⼒ に 富 ん だ、 存 在 感 あ 
る 姿 に 仕 上 げ て い る。 原 三 渓 旧 蔵。   
  

  
  

  
  

  
重 要 ⽂ 化 財   ⾦ 銅 春 ⽇ 神 ⿅ 御 正 体   
南 北 朝 時 代   

  
常 陸 ⿅ 島 よ り、 春 ⽇ 明 神 が ⿅ に 乗っ て ⼤ 和 に 影 向 し た 姿 を 表 わ す。 ⿅ の 
背 に ⽴ て ら れ た 榊 に は 鍍 銀 の 鏡 が 掲 げ ら れ、 鍍 ⾦ に よ る 五 つ の 円 内 に 春 
⽇ 五 社 の 御 正 体 が 線 刻 さ れ て い る。   
い わ ゆ る 春 ⽇ 曼 荼 羅 を ⽴ 体 で 再 現 し た も の だ が、 こ の よ う に ⼤ き く 豊 か 
な 表 現 に よ る 像 は 他 に は な い。 神 ⿅ の 愛 ら し い 表 情 や 体 つ き は、 今 に も 
動 き 出 し そ う な ほ ど 写 実 的 で あ る。 ま た 榊 の 葉 に は ⾍ 喰 い の 痕 が ⾒ ら れ 
る と いっ た、 隙 の な い リ ア リ ズ ム に 優 美 な 趣 が 加 わ り、 類 い 稀 な る 神 ⿅ 
像 が 誕 ⽣ し た。   
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重 要 ⽂ 化 財   豊 公 吉 野 花 ⾒ 図 屛 ⾵   
桃 ⼭ 時 代   

  
  

⽂ 禄 ３ 年 （ 1594 ）、 太 閤・ 豊 ⾂ 秀 吉 （ 1536 〜 98 ） は、 奈 良 の 吉 野 ⼭ で 花 ⾒ を 催 し た。   
本 屛 ⾵ は、 家 ⾂ な ど ⼀ ⾏ が 五 千 ⼈ に 及 ん だ と い う そ の 盛 観 を 満 開 の 桜 の な か に 描 き 出 す。   
左 隻 の 中 央 あ た り に、 ⾦ 峯 ⼭ 寺 の 本 堂、 蔵 王 堂 が 威 容 を み せ る。 花 ⾒ の ３ 年 前 に な さ れ た 再 建 事 業 に 
は 秀 吉 の 寄 進 が あっ た。 こ こ に 描 か れ た 蔵 王 堂 は、 本 尊 の 巨 ⼤ な 蔵 王 権 現 像 三 体 と と も に 現 存 す る。   
秀 吉 は こ の 花 ⾒ に 際 し、 能 「吉 野 詣」 を 創 作 し ⾃ ら 演 じ た。 秀 吉 ⼀ ⾏ の 前 に 蔵 王 権 現 が 現 れ、 そ の 治 
世 を こ と ほ ぐ と い う も の で あ る。 秀 吉 の 花 ⾒ に も、 古 代 以 来 の 修 験 道 の 聖 地 ･ 吉 野 と い う、 神 仏 い ま 
す と こ ろ へ の 眼 差 し が あっ た。 し か し 天 下 ⼈ と し て の ⾃ 意 識 は ま た、 蔵 王 権 現 の 威 ⼒ を も し の い で い 
た の で あ る。   
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資 料 （画 像）・ 取 材 を ご 希 望 の ⽅ は、 ホー ム ペー ジ リ リー ス ペー ジ   
も し く は 左 記 QR コー ド 「資 料 （画 像） 申 込 フォー ム」 か ら お 申 込 み   
く だ さ い。   
  


